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Q11
麻疹の発症の予防にガンマグロブリンの注射をし麻疹を発症しなかった場合，ポリオ

ワクチン接種までの期間はどのくらいあければよいですか。また，接種を受けた後で

ガンマグロブリンの注射をした場合のワクチンの効果はどうでしょうか。

ポリオワクチンは経口接種で，ウイルス増殖の場が腸管粘膜細胞であるので，血中抗体の影響は受

けず，したがってガンマグロブリンの使用はワクチンの効果上影響ありません。麻疹発症の時期を過ぎれば

ポリオワクチンの接種は可能と思われます。

A

Q10 ポリオワクチン接種直後に他の疾患に罹患して抗菌薬の投薬を受けました。ワクチン

の効果はどうでしょうか。

免疫効果に問題はありません。安全性にも問題はありません。ただしどのような理由で抗菌薬の投

与を受けているのか，その背景に注意をする必要があります。

A

Q 8
ポリオワクチンによって下痢をすることがあるでしょうか。またポリオワクチン関連

症について教えてください。

ポリオワクチン接種後２日以内に下痢が４～５％の頻度でみられます。ワクチン接種後数日中に起

きるこれらの症状が，ポリオワクチンによるものか否かについて検討をすすめてきましたが，やはりワクチ

ンを接種したことが下痢の症状に何らかの形で関与したものと考えられます。その機序については，今後検

討を進める必要があると考えています。しかしこれらはポリオの効果，安全性に問題をきたすようなもので

はなく，心配するような副反応ではないと考えられています。

ポリオワクチンは安全なワクチンとされていますが，極めてまれにワクチン接種後にポリオ様の麻痺（ポ

リオワクチン関連麻痺：VAPP）が認められることがあります。1981～2002年の約20年間におけるわが国

のVAPPをワクチンの供給量に対する発生頻度で示すと，免疫異常のない被接種者から麻痺患者が出た割

合は約450万人当り１名，接触者の場合は約550万人当り１名です。

A

Q 9
喘息などのアレルギー体質の小児や未熟児にポリオワクチンを接種してもよいでしょ

うか。微熱があるときはどうでしょうか。

接種時健康であれば，喘息のある小児や，食物アレルギーなどのある小児でも接種可能です。ただ

しワクチンにはゼラチンが含まれていますのでゼラチンアレルギーのある小児には注意が必要です。未熟児

への予防接種は修正年齢（出生予定日に修正した年齢）ではなく出生年齢（暦年齢）で行います。

　接種前の健康状態を把握し検温を行い十分な予診をした上で判断することが必要ですが，通常37.4℃以下

で元気であれば接種しても差し支えありません。これらは他のワクチンも共通です。（参照p5，Q1）

A


